
　令和となって初の「市民互礼会」を次のとおり
開催します。市民の方ならどなたでもご参加いた
だけます。各団体の新年の顔合わせも兼ねて、ぜひ
ご参加ください。
　併せて飛騨文芸祭・一般の部の表彰式を行い
ます。文芸祭に応募いただいた皆様の御参加も
お待ちしています。
◇日　時　令和2年1月1日（水）
　　　　　午前11時～
◇会　場　ひだホテルプラザ
◇会　費　7,000円 （記念品・芳名録代を含む）
◇申込み　11月30日（土）までに、ハガキ、FAX、
　　　　　又はHPより。
◇申込先　〒506-0053
　　　　　高山市昭和町1-188-1　　　　　　
　　　　　（一社）高山市文化協会
　（FAX）0577-34-6877
　（H P） http://www.takayama-bunka.org

令和2年 新年市民互礼会のご案内
　
高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
今
年

六
月
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
蔵
書
を

多
く
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
た

め
、
文
化
伝
承
館
内
に
「
木
も
れ

日
の
読
書
室
」
を
新
た
に
開
設
し

ま
し
た
。

　
こ
の
読
書
室
は
、
日
常
と
は
異

な
る
環
境
の
中
で
、
日
本
文
学
を

代
表
す
る
名
作
に
広
く
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
設
け
た
も
の
で
、

文
化
伝
承
館
内
に
書
架
を
設
置

し
、
館
内
は
も
ち
ろ
ん
敷
地
内
で

自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
当
面
の
間
、
書
籍
の

貸
出
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
文
化
伝
承
館
は
、
郷
土
の
伝
統

文
化
の
普
及
・
研
修
、
な
ら
び
に

発
表
の
場
と
し
て
平
成
十
七
年
に

開
館
し
、
以
来
、
様
々
な
団
体
等

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
街
地
か
ら
ほ
ど
近
い
城
山
公
園

の
一
角
に
位
置
し
、
緑
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
静
か
で
落
ち
着
く

こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境

を
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
城
山
公
園
の
散
歩
の
途
中
に
休

憩
を
兼
ね
て
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
き
、
日
本
文
学
の
名
作
に

触
れ
な
が
ら
「
知
識
の
散
歩
」
も

一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◇
場
所
　
高
山
市
文
化
伝
承
館

　（
城
山
照
蓮
寺
前
の
階
段
下
る
）

◇
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

◇
利
用
料
　
無
料

◇
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
年
末

　
年
始
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

　
お
盆
（
他
に
臨
時
休
館
あ
り
）

◇
そ
の
他
　
多
目
的
室
、
和
室
の

　
使
用
が
な
い
場
合
は
、
閲
覧
場

　
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
椅

　
子
等
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

　
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ

　
い
。

［
所
蔵
図
書
の
内
容
］

　
明
治
以
降
に
出
版
さ
れ
た
、
日

本
を
代
表
す
る
名
作
と
い
わ
れ
る

文
学
書
の
初
版
を
、
財
団
法
人 

日
本
近
代
文
学
館
が
復
刻
頒
布
し

た
も
の
で
、
全
一
〇
一
冊
と
全
て

の
作
品
を
解
説
し
た
「
名
著
復
刻

全
集
・
作
品
解
題
」
三
冊
で
す
。

［
主
な
作
品
（
抜
粋
）］

・
島
崎
藤
村
『
落
梅
集
』

・
志
賀
直
哉
『
留
女
』

・
永
井
荷
風
『
珊
瑚
集
』

『
木
も
れ
日
の
読
書
室
』を
開
設

高
山
市
文
化
伝
承
館

・
河
東
碧
梧
桐
『
碧
梧
桐
句
集
』

・
芥
川
龍
之
介
『
傀
儡
師
』

・
室
生
犀
星
『
性
に
眼
覚
め
る
頃
』

・
坪
内
逍
遙
『
小
説
神
髄
』

・
尾
崎
紅
葉
『
金
色
夜
叉
』

・
泉
鏡
花
『
高
野
聖
』

・
北
原
白
秋
『
邪
宗
門
』

・
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』

・
徳
田
秋
声
『
黴
』

・
石
川
啄
木
『
悲
し
き
玩
具
』

・
森
鴎
外
『
青
年
』

・
宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
』

・
谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』

・
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』

・
与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』

・
夏
目
漱
石『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』

・
島
崎
藤
村
『
破
戒
』

・
石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』

・
夏
目
漱
石
『
こ
ゝ
ろ
』

・
高
村
光
太
郎
『
道
程
』

・
芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』

・
宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理

　
店
』

・
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』

・
小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』

・
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』

・
有
島
武
郎
『
生
れ
出
る
悩
み
』

・
二
葉
亭
四
迷
『
新
編　
浮
雲
』

・
幸
田
露
伴
『
小
説
尾
花
集
』

・
国
木
田
独
歩
『
武
蔵
野
』

・
樋
口
一
葉
『
真
筆
版　

た
け
く

　
ら
べ
』

・
萩
原
朔
太
郎
『
青
猫
』

・
中
原
中
也
『
在
り
し
日
の
歌
』

・
伊
藤
左
千
夫
『
野
菊
の
墓
』

・
斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』

木彫「目指せ日本一」（Ｗ130×Ｈ105×Ｄ75）
市内上宝町 小林啓利
文化会館３Fロビーにて展示



一般の部
◆文 芸 祭 賞　該当者なし
◆江夏美好賞　該当者なし
◆高山市長賞
　　俳句十句　黒川　光代（高山市総和町）
　　短歌十首　江尻　恵子（飛騨市古川町上気多）
◆高山市議会議長賞
　　短歌十首　武藤　久美（高山市七日町）
　　小　　説　浅見　和代（高山市名田町）
◆高山市教育長賞
　　短歌十首　中屋　妙子（高山市丹生川町大萱）
◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　短歌十首　西　　春彦（高山市上一之町）
　　俳句十句　佐藤満知子（高山市初田町）
　　俳句十句　栗田美由紀（高山市上岡本町）
　　俳句十句　保木　信子（高山市昭和町）
　　随　　筆　下畑　七三（高山市総和町）
　　随　　筆　逢沢とお子（高山市丹生川町新張）

青少年の部
◆青 竜 大 賞　該当者なし
◆青　竜　賞
　　小　　説　島倉　圭吾（飛騨高山高校3年）
　　短歌五首　上ケ平　渚（神岡高校2年）
　　短歌五首　河合　直緒（吉城高校2年）
　　俳句五句　井上　愛理（神岡高校2年）
　　俳句五句　藤堂　和也（吉城高校1年）

第43回 飛騨文芸祭入賞者決まる

表彰式：令和2年1月1日（水）
新年市民互礼会場にて（会場：ひだホテルプラザ）
※青少年の部の表彰は別途行います。

　

父
は
、
大
正
六
年
東
京
都
世
田

谷
区
に
生
ま
れ
、
二
歳
の
時
母
親

を
亡
く
し
、
父
親
の
手
で
育
て
ら

れ
た
。
静
岡
県
、
滋
賀
県
を
経
て

大
正
十
二
年
に
高
山
市
に
移
住
し

た
。

「
岡
目
一
目
」

　

夜
行
バ
ス
の
中
で
一
泊
。

二
十
四
時
間
の
船
中
で
一
泊
。
高

山
か
ら
小
笠
原
諸
島
の
父
島
に
行

く
に
は
片
道
二
泊
三
日
か
か
る
。

週
一
回
の
船
便
で
運
べ
る
の
は

九
百
人
弱
。
飛
行
場
は
無
い
。
こ

こ
も
東
京
都
内
だ
が
、
短
時
間
で

大
量
の
客
を
運
べ
る
昨
今
の
日
本

の
交
通
網
の
中
で
は
、「
秘
境
」

と
言
え
る
。

　

こ
こ
と
比
べ
る
と
白
川
郷
と
言

え
ど
も
『
元
秘
境
』
で
、「
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
雪
国
は
観
光

客
で
ご
っ
た
返
し
、
車
乗
り
入
れ

禁
止
で
、ト
イ
レ
は
行
列
だ
っ
た
」

と
な
る
。

　

海
亀
の
産
卵
す
る
島
は
、
世
界

自
然
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

食
堂
に
入
っ
た
ら
海
亀
料
理
が
あ

り
、「
新
亀
入
荷
」と
あ
っ
た
。ン
？

　

島
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
軍
の
占

領
下
に
あ
っ
た
。
日
米
激
戦
の
硫

黄
島
も
近
く
に
あ
る
。
復
帰
後
、

現
在
の
島
民
三
千
人
余
。
飛
行
場

建
設
で
賛
否
両
論
が
あ
る
。

　

昔
、
駐
在
勤
務
を
終
え
た
お
巡

り
さ
ん
が
東
京
に
戻
ら
ず
島
に
残

り
、
潜
水
観
光
を
始
め
、
今
も
そ

の
会
社
は
続
い
て
残
っ
て
い
る
。

　

飛
行
場
が
出
来
た
ら
、
海
亀
が

産
卵
に
戻
る
、
潜
っ
て
も
美
し
い

海
は
残
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　

亀
は
万
年
と
い
う
が
…

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

昭
和
十
二
年
、
岐
阜
県
師
範
学

校
を
卒
業
し
、
益
田
郡
下
呂
小
学

校
を
振
り
出
し
に
高
山
市
立
西
小

学
校
で
長
年
教
鞭
を
と
っ
た
。
こ

の
間
、
中
村
好
明
先
生
と
と
も
に

音
楽
教
育
に
励
み
、
子
供
た
ち
を

育
て
て
き
た
。
転
機
に
な
っ
た
の

が
東
京
芸
術
大
学
の
松
本
講
習
会

で
、
こ
れ
に
参
加
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
に
な
り
、「
ふ
し
づ
く
り

一
本
道
」
へ
歩
み
だ
す
こ
と
に
な

る
。

（
編
注
）「
ふ
し
づ
く
り
」
と
は
、

山
本
弘
氏
、
中
村
好
明
氏
ら
が
提

唱
、
実
践
し
た
音
楽
教
育
の
指
導

法
の
名
称
。「
一
本
道
」
は
、
そ

の
指
導
段
階
表
の
こ
と
。

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

（順不同）

　

こ
の
度
（
一
社
）
高
山
市
文
化

協
会
・
櫻
山
八
幡
宮
な
ど
関
係
団

体
の
支
援
の
も
と
、「
た
か
や
ま

菊
花
会
」
が
設
立
さ
れ
、
本
年

よ
り
「
た
か
や
ま
菊
花
展
」
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
菊

花
展
は
、
数
年
前
ま
で
市
内
の

各
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
諸
事
情
に
よ
り
次
々
と
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
山
の
伝
統
文
化
で

あ
り
高
山
市
民
に
も
親
し
ま
れ

て
き
た
こ
の
事
業
を
、
こ
の
ま

ま
途
絶
え
さ
せ
て
し
ま
う
の
は

忍
び
な
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
か
ね
て
か
ら
菊
花

展
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
た
皆

様
と
、
本
年
度
開
催
し
た
初
心

者
講
座
を
受
講
し
た
方
々
の
作

◇
日
時　

十
月
六
日
（
日
）
午
後

　

一
時
開
演

◇
会
場　

船
津
座
（
神
岡
町
）

◇
入
場
無
料

飛
友
会
カ
メ
キ
チ
写
真
展

◇
日
時　

十
月
十
二
日
（
土
）
午

　

前
九
時
三
十
分
～
午
後
八
時
、

　

十
三
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十

　
分
～
午
後
五
時

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

第
四
十
四
回
進
栄
会
発
表
会

◇
日
時　

十
月
十
三
日
（
日
）
午

　

後
一
時
～
午
後
五
時

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

創
立
五
十
周
年
記
念
盆
栽
展

◇
日
時　

十
月
十
九
日
（
土
）・

　

二
十
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午

　

後
五
時

◇
会
場　

千
島
会
館

◇
観
覧
無
料

北
斎
富
嶽
三
十
六
景
展

◇
日
時　

開
催
中
～
十
二
月
十
六

　

日
（
月
）
午
前
十
時
～
午
後
五

　

時　

※
水
曜
休
館

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

Ｔ
Ｐ
Ｃ
高
山
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

◇
日
時　

十
月
四
日
（
金
）
～
六

　

日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
六

　

時（
最
終
日
は
午
後
五
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

飛
騨
邦
楽
愛
好
会
創
立
三
十
五
周

年
記
念
演
奏
会

父、山本弘について
山本正弘

た
ち
で
授
業
を
進
め
て
い
く
。
そ

の
中
身
も
実
際
に
音
楽
で
演
奏
し

な
が
ら
聴
き
合
い
、
教
科
書
の
曲

を
自
分
た
ち
で
伴
奏
を
付
け
て
、

演
奏
の
中
身
に
つ
い
て
評
論
し
て

い
っ
た
。
勿
論
、
自
分
た
ち
で
作

曲
し
た
曲
も
リ
ズ
ム
伴
奏
や
ピ
ア

ノ
伴
奏
を
付
け
た
り
し
て
楽
し
ん

で
い
た
。
す
べ
て
の
児
童
が
自
作

の
曲
を
発
表
し
て
い
た
。

　

年
に
一
回
ほ
ど
発
表
会
が
あ
る

と
き
に
は
、
学
年
ご
と
に
自
分
た

ち
の
作
曲
し
た
二
十
分
か
ら
五
十

分
ほ
ど
の
長
い
曲
を
オ
ペ
ラ
仕
立

て
で
演
奏
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

そ
こ
で
の
発
表
が
特
に
参
観
者
に

は
魅
力
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
う
し
た
能
力
を
付
け
ら
れ
た

の
は
、
父
が
理
論
立
て
て
中
村
好

明
先
生
が
実
践
す
る
と
い
う
タ
ッ

グ
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
実
践
か
ら
得
ら
れ

た
内
容
を
も
と
に
、
昭
和
四
十
三

年
に
明
治
図
書
か
ら
『
音
楽
教
育

の
診
断
と
体
質
改
善
─
音
楽
能
力

表
と
ふ
し
づ
く
り
一
本
道
─
』
と

品
を
、
櫻
山
八
幡

宮
と
文
化
会
館
に

お
い
て
展
示
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

秋
の
佳
き
日
、

大
輪
の
花
を
咲
か

せ
る
菊
の
花
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

十
三
年
間
、
西
小
学
校
に
在
籍

し
た
の
ち
、
大
八
中
学
校
の
教
頭

を
務
め
、
県
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
抱
え
て

い
た
音
楽
教
育
の
在
り
方
に
問
題

提
起
を
し
た
。

　

父
は
、
他
教
科
は
六
年
生
に
な

れ
ば
そ
れ
な
り
に
力
が
つ
い
て
複

雑
な
漢
字
が
書
け
た
り
難
し
い
文

章
題
な
ど
が
解
け
た
り
す
る
の

に
、
何
故
、
音
楽
だ
け
は
楽
譜
も

読
め
ず
覚
え
る
の
に
時
間
が
か
か

る
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
音
楽
科
の
状
況
を
打

破
す
る
た
め
、
県
下
の
い
く
つ
か

の
学
校
を
指
定
し
て
「
ふ
し
づ
く

り
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
実
践

し
て
い
っ
た
。
温
知
小
学
校
、
保

小
学
校
な
ど
を
経
て
、
古
川
小
学

校
で
十
年
以
上
の
実
践
を
行
っ

た
。
そ
の
成
果
に
よ
る
子
供
た
ち

の
実
力
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
、
全
国
か
ら
バ
ス
で
学
校
見
学

に
三
千
人
以
上
訪
れ
た
と
い
う
記

録
が
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
授
業
に
な
る
と
自

分
で
計
画
を
立
て
（
勿
論
先
生
と

打
合
せ
は
し
て
い
る
が
）、
自
分

73

新春を祝う恒例行事「飾り物展」の作品を募集します。
新年の祝賀にふさわしい題材の作品をお待ちしています。
◇テーマ　干支「子」又は歌会始お題「望」　　　　　　　　　　
　  　　　※題に「望」の文字が入る、又は「望」を表すもの
◇資格　　市内の町内会、同好会、各種団体、市内在住の個人
◇規格　　概ね100センチ×90センチに収まること
◇応募　　応募用紙に必要事項を記入の上、12/25（水）までに郵送、
　　　　　ＦＡＸ、持参。ＨＰからの応募も可。
　　　　　用紙は、文化会館窓口にて配布
［飾り物展日程］
◇日時　　令和2年1月10日（金）～12日（日）
　　　　   午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
◇会場　　文化会館3階講堂・美術工芸室

　　　　ヤングチャレンジ部門　
高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性あふれる飾り物を
募集します。
　※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

令和2年 新春飾り物展
作品募集 ※12/25㈬締切

師範学校時代「荒城の月」を披露する父と中村先生

た
か
や
ま
菊
花
展

い
う
本
を
出
し
、
昭
和
四
十
八
年

に
は
『
音
楽
教
育
を
子
ど
も
の
も

の
に
』
を
出
版
し
た
。
平
成
十
二

年
に
も
『
授
業
』
と
い
う
本
を
文

芸
社
か
ら
出
版
し
て
お
り
、
退
職

し
て
か
ら
も
後
輩
の
指
導
に
打
ち

込
ん
で
い
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
昭
和
三
十
七
年

の
全
国
唱
和
ラ
ジ
オ
コ
ン
ク
ー

ル
（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
）
の
高
校
の
部
・
課
題

曲
に
父
の
作
曲
し
た
「
若
き
神
々

の
歌
」
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
賞
金

で
当
時
高
か
っ
た
テ
レ
ビ
を
買
っ

て
も
ら
い
、
嬉
し
か
っ
た
記
憶
が

あ
る
。
ま
た
、
各
地
の
学
校
の
校

歌
を
作
曲
し
て
お
り
、
学
校
を
訪

問
す
る
と
父
の
名
前
を
見
つ
け
て

誇
り
に
思
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

家
で
も
全
国
の
先
生
方
と
教
育

に
つ
い
て
手
紙
を
や
り
と
り
し

て
、
常
に
音
楽
教
育
の
方
向
を
探

っ
て
い
た
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

平
成
十
七
年
二
月
一
日
没
。

10/24㈭
▼

11/17㈰

◇
会
場
・
日
時

　
［
櫻
山
八
幡
宮
］
十
月
二
十
四

　

日
（
木
）
～
十
一
月
十
日
（
日
）

　
［
文
化
会
館
］
十
一
月
十
一
日

　
（
月
）
～
十
一
月
十
七
日
（
日
）

◇
観
覧
無
料

古川小 ふしづくり一本道発表


